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【研究活動の要約】 

 幼児期の子供にとって「食」は健やかな心と身体の発達に欠かせない。幼児期の食事は学童期の食事

の質や生活習慣病のリスクファクターと関連するため，早期から望ましい食・生活習慣を身につけ，生

涯にわたる健康づくりに資することが大切である。そのために幼児期からの食育が必要となるが，効果

的な食育を実施するためには，地域特性を把握し，実態に基づいて食育することが必要である。精華町

では，平成 25 年に第 2 次精華町食育推進基本方針が策定され，母子保健事業や食育推進事業が行われ

ているが，幼児期の食・生活習慣の調査はなされていない。 

本研究では，①保育所に通う幼児とその保護者の食・生活習慣の実態を明らかにし，効果的な食育計

画を立案すること，②アセスメントに基づいた食育の実施とその評価，を目的とした。 

本年度はベースライン調査の実施及びその結果をもとに食育計画の立案と，一部の保育所で食育を実

施した。 

【研究活動の成果】 

①保育所に通う幼児と保護者の食・生活習慣調査（ベースライン調査）

・ 精華町の公立 3 ヶ所及び民間 2 ヶ所の全 5 ヶ所の保育所に通う 3～6 歳児 555 名の保護者を対象に

食・生活習慣アンケートを実施し，343名（61.8％）から回答を得た。 

・ 朝食における主菜の摂取は，男児 44.4％，女児 32.7％，牛乳の摂取は男児 50.8％，女児 36.7％と

いずれも女児が有意に低かった。主食・主菜・副菜の揃った朝食を食べていた幼児は，全体で 16.3％

であった。 

・ 朝食を一人で食べている者は男児 1.6％，女児 6.0％で女児が有意に多かった。 

・ 精華町の保育所において，朝食品目の増加と共食の推進を目指した食育の必要性が示唆された。 

②食育の実施

・ 保育士と協力し，計 3回の食育を実施した。 

【研究成果の還元】 

学会発表 

  平成 26年 10月 25日 日本栄養・食糧学会第 53回近畿支部大会「幼児と母親における食・生活習

慣の関連性―男女別検討―」  京都府立大学 

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 健康科学研究室 教授・東 あかね 

  Tel: 075-703-5416 E-mail: higashi@kpu.ac.jp 
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